
夢
や
希
望
の
実
現
に
向
か
っ
て

こ
の
同
窓
会
報“

き
な
し”

が
同
窓

会
員
の
皆
様
の
お
手
元
に
届
き
ま
す
頃

は
、
暑
い
夏
の
盛
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
の
ご

健
勝
、
ご
活
躍
の
事
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
同
窓
会
活

動
に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
事
が
入
り
ま
す
が
、
私
は
四
期
生

で
入
学
時
点
に
お
い
て
、
初
め
て
の
卒

業
生
の
先
輩
が
み
え
て
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
す
べ
て
の
学
年
が
そ
ろ
っ
た

時
で
あ
り
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
、
き
れ
い
な
芝
生
の
ト
ラ
ッ

ク
で
環
境
の
良
い
中
、
高
校
生
活
を
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
式
の
前

日
に
同
窓
会
入
会
式
が
、
体
育
館
に
て

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

各
ク
ラ
ス
２
名
の
評
議
員
が
決
ま

り
、
委
嘱
状
の
伝
達
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
以
来
、
同
窓
会
の
役
員
を
し
て
お

り
ま
す
。同
窓
会
会
報
誌
も
当
時
は“

か

か
み
野”

と
い
う
名
で
、
こ
の
会
報
誌

に
お
い
て
、
総
会
開
催
の
案
内
記
事
を

掲
載
し
卒
業
生
の
人
数
が
少
な
い
な
が

ら
、
百
人
を
大
き
く
超
え
る
方
々
が
集

い
、
中
に
は
そ
れ
が
縁
と
な
り
、
結
婚

し
家
庭
を
築
く
方
も
何
組
か
み
え
ま
し

た
。月

日
が
流
れ
１０
年
２０
年
と
経
過
す

る
に
し
た
が
っ
て
、
卒
業
生
の
人
数
も

増
加
し
、
年
齢
も
幅
広
く
な
り
、
会
報

誌
だ
け
で
は
総
会
の
出
席
人
数
も
激
減

し
、
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
役
員
の
人
数

の
方
が
一
般
卒
業
生
よ
り
多
い
時
も
あ

り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
活
動
を
絶
や
す

こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
地
道
に
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
し
た
。

創
立
３０
周
年
を
機
に
、
入
学
し
て

３０
年
目
の
学
年
同
窓
会
と
銘
を
打
ち

ま
し
て
、
総
会
の
時
に
各
期
の
学
年
同

窓
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
各
ク
ラ

ス
の
評
議
員
さ
ん
を
は
じ
め
、
有
志
の

方
々
の
、
お
骨
折
り
で
毎
年
、
百
人
を

超
え
る
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

創
立
４０
周
年
を
機
に
１
期
生
と
１１
期

生
、
次
年
度
は
２
期
生
と
１２
期
生
と
複

数
学
年
の
開
催
を
し
て
お
り
ま
す
。
学

年
同
窓
会
は
、
当
時
の
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
当
時
の
恩
師
の
先
生
と
の
久

し
ぶ
り
の
再
会
も
あ
り
ま
し
て
、
盛
況

の
う
ち
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は

８
期
生
・
１８
期
生
の
合
同
開
催
と
な
っ

て
お
り
、
準
備
を
進
め
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

卒
業
生
も
１４，０００
人
を
超
え
る
規
模
と
な

り
ま
し
て
、
創
立
５０
周
年
も
数
年
後
に

確
実
に
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会

組
織
も
多
く
の
会
員
、
そ
し
て
幅
広
い

年
齢
層
と
多
方
面
の
職
業
に
わ
た
り
、

今
以
上
に
会
員
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
、
広
が
る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
方

の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
加
え
ま
し
て
今
後
と

も
、
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
会
報
誌
発
行

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
本
校
の
教
育
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。昨
年
度
、サ
ッ
カ
ー

部
全
国
大
会
出
場
の
折
に
は
、
格
別

の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
さ

ま
で
ベ
ス
ト
１６
と
い
う
輝
か
し
い
成
果

を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
４
月
に
は
、
新
１
年
生
３２２
名
が

加
わ
り
、
全
校
生
徒
８９６
名
の
皆
さ
ん

が
明
る
い
笑
顔
で
始
業
を
迎
え
ま
し

た
。
毎
日
、
活
気
に
満
ち
た
高
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
１０
月
か
ら

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
を
利
用
し
て
登
下

校
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
雨
天
時
に

は
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
利
用
し
て
い
ま

す
。５

月
に
始
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
岐

阜
県
予
選
で
は
、
剣
道
部
男
子
個
人

５
位
（
東
海
総
体
出
場
）
水
泳
部
２

名
東
海
大
会
出
場
を
は
じ
め
、
サ
ッ

カ
ー
部
、
ラ
グ
ビ
ー
部
の
上
位
入
賞
、

男
子
テ
ニ
ス
部
団
体
・
個
人
、
女
子
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
ベ
ス
ト
８
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
向
上
を
約

束
す
る
成
果
を
収
め
ま
し
た
。
文
化

系
部
活
動
で
は
、
囲
碁
部
が
男
子
団

体
・
女
子
団
体
と
も
に
２
位
、
男
子

個
人
で
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
吹

奏
楽
部
は
、
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本
代

表
チ
ー
ム
『
さ
く
ら
ジ
ャ
パ
ン
を
応
援

し
よ
う
！
』（
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原

で
開
催
）
で
は
、
日
本
代
表
に
エ
ー
ル

を
送
り
、「
第
２６
回
定
期
演
奏
会
」
で

は
各
務
原
市
中
央
中
学
校
吹
奏
楽
部

を
招
き
、
９００
名
の
聴
衆
の
前
で
期
待

通
り
の
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。
県

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
で

は
、長
谷
川
侑
由
さ
ん
が
１
位
と
な
り
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
ま

た
、
岐
阜
県
高
校
野
球
開
会
式
の
司

会
を
立
派
に
努
め
ま
し
た
。
こ
う
し

た
成
果
の
土
台
と
な
る
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
の
努
力
と
向
上
心
は
、
本
校

部
活
動
の
も
っ
と
も
誇
る
べ
き
と
こ
ろ

で
す
。

高
等
学
校
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」

を
身
に
つ
け
る
最
終
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

３
年
間
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し
、
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
活
躍

す
る
自
分
の
将
来
像
を
描
き
な
が
ら
、

「
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
」
を
養
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
土
台
と
な
る
の
が

「
良
い
習
慣
」
で
す
。「
良
い
習
慣
」
に

は
「
良
い
生
活
習
慣
」
と
「
良
い
学
習

習
慣
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ふ
た
つ
の

習
慣
が
身
に
つ
き
、
は
じ
め
て
「
確
か

な
学
力
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
７
月

１０
日
（
日
）
に
は
、
１８
歳
選
挙
権
を

行
使
す
る
生
徒
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

国
政
に
参
加
す
る
に
足
り
る
人
間
力

を
身
に
着
け
て
い
る
か
ど
う
か
が
今

問
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
が「
良
い
生
活
習
慣
」

と
「
良
い
学
習
習
慣
」
を
身
に
着
け
、

更
な
る
向
上
を
目
指
す
よ
う
、
本
校

で
は
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
ま
す
。「
良

い
学
習
習
慣
」
の
土
台
は
、
も
ち
ろ
ん

毎
時
間
の
授
業
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
す
。
予
習
・
復
習
と
授
業
中
の
集

中
力
が
実
力
向
上
の
カ
ギ
で
す
。
さ
ら

に
は
通
常
補
習
や
土
曜
講
座
、
夏
季

休
業
中
の
補
習
、
英
語
検
定
に
代
表

さ
れ
る
各
種
検
定
試
験
、
理
数
科
や

英
語
科
の
寺
子
屋
事
業
、
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
や
デ
ィ
ベ
イ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

等
々
、
数
多
く
の
活
動
に
生
徒
の
参

加
を
促
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
部
活

動
、
生
徒
会
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
人
間
を
磨
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

積
み
重
ね
が
、
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
の

夢
や
希
望
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

結
び
に
、
私
た
ち
職
員
一
同
は
、
生

徒
の
皆
さ
ん
と
夢
や
希
望
を
共
有
し
、

「
夢
や
希
望
を
実
現
す
る
」
と
い
う
強

い
思
い
を
胸
に
、
日
々
邁
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
社
会
で
役
立
つ
人
間
力
を

醸
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
窓
会
員

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

学
校
長

杉　

原　
　
　

整

同
窓
会
総
会
の
思
い

同
窓
会
会
長

石 

田 

雄 

幸
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H
２７
・
５
・
１６ 

第
１
回
役
員
会
・
懇
親
会

 

６
・
６ 

第
２
回
役
員
会

（
兼
会
報
編
集
委
員
会
）

 
 

第
１
回
７
・
１７
期
合
同
評
議
員
会 

 

７
・
４ 

第
３
回
役
員
会
、

 
 

第
２
回
７
・
１７
期
合
同
評
議
員
会

 

８
・
７ 

同
窓
会
報「
き
な
し
」発
行

 

９
・
５ 

第
４
回
役
員
会

（
兼
総
会
準
備
委
員
会
）

 

第
３
回
７
・
１７
期
合
同
評
議
員
会

 

９
・
１９ 

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

H
２８
・
２
・
２９ 

第
４３
期
生
同
窓
会
入
会
式

 

３
・
５ 

第
５
回
同
窓
会
役
員
会
・
反
省
会

H
２８
・
５
・
１３ 

第
１
回
役
員
会
・
懇
親
会

 

６
・
４ 

第
２
回
役
員
会

（
兼
会
報
編
集
委
員
会
）

 
 

第
１
回
８
・
１８
期
合
同
評
議
員
会 

 

７
・
２ 

第
３
回
役
員
会
、

 
 

第
２
回
８
・
１８
期
合
同
評
議
員
会

 
８
・
５ 

同
窓
会
報「
き
な
し
」発
行

 
８
・
６ 

第
４
回
役
員
会

 
第
３
回
８
・
１８
期
合
同
評
議
員
会

 

９
・
３ 
第
５
回
役
員
会

（
兼
総
会
準
備
委
員
会
）

 

第
４
回
８
・
１８
期
合
同
評
議
員
会

 

９
・
１７ 

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

H
２９
・
２
・
２８ 

第
４４
期
生
同
窓
会
入
会
式

 

９
・
３ 

第
６
回
同
窓
会
役
員
会
・
反
省
会

◎
代
表　

○
副
代
表

１
組 

○
伊
藤　

秀
春
・
榊
原　

綾
菜

２
組 

 

中
村　

友
亮
・
山
口　
　

葵

３
組 

◎
小
野　

甲
斐
・
平
松　

実
和

４
組 

 

志
村　
　

涼
・
鈴
木　

愛
華

５
組 

 

足
立　
　

航
・
奥
村　

皐
暉

６
組 

 

奥
村　

一
仁
・
新
井　

真
優

７
組 

 

榎
並　

秀
峰
・
山
口　

英
臣

８
組 

 

杉
本　

悠
輔
・
大
塚
実
菜
美

数　

学 

田
口　
　

峻【
教
科（
初
任
）】

理　

科 

梅
原　

香
織【
教
科
】

理　

科 

安
永　

一
貴【
教
科（
初
任
）】

非
常
勤
講
師

国
語 

足
立　
　

香【
教
科
】

数
学 

岡
本
竜
太
郎【
教
科
】

●｢

熱
中
症｣

が
話
題
に
な
ら
な
い
日
が
な

い
ほ
ど
、
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
梅
雨
が

明
け
て
も
、
湿
度
の
高
い
日
が
な
く
な
ら
な

い
の
で
、
体
調
管
理
に
十
分
ご
注
意
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
ま
せ
。

●
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
で
は
、
野
球
部

の
甲
子
園
へ
の
挑
戦
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年

は
、
放
送
部
の
方
が
「
甲
子
園
」
デ
ビ
ュ
ー
と

伺
い
ま
し
た
。
開
会
式
で
、
母
校
の
名
を
読

み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
層
張
り
切
っ

て
良
い
声
を
響
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
様
々
な
形
で
関
わ

る
こ
と
で
、
学
校
全
体
の
一
体
感
も
増
す
こ
と

で
し
ょ
う
。
同
窓
生
一
同
も
、
注
目
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

●
今
年
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題
を
避

平
成
２７
年
度
事
業
報
告

平
成
２８
年
度
事
業
報
告（
案
）

平
成
２７
年
度
卒
業
生
同
窓
会
評
議
員

▼
退
職
者 【
転
出
先
等
】

教　

諭

地
歴
公
民 

堀　
　

正
人

英　

語 

奈
木　

紀
彦

【
可
児
工
業
高
校
・
再
任
用
】

家　

庭 

佐
藤　

千
鶴

常
勤
講
師

数　

学 

川
瀬　

竜
一

【
新
規
採
用
（
大
垣
南
高
校
）】

▼
転
出
者 【
転
出
先
等
】

教　

頭

数　

学 

武
藤　

芳
紀【
県
立
岐
阜
商
業
高
校
】

教　

諭

国　

語 

三
間　

育
子【
長
良
高
校
】

国　

語 

土
岐　

頼
信【
岐
阜
総
合
学
園
高
校
】

地
歴
公
民 

山
本　

幸
樹【
岐
山
高
校
】

数　

学 

大
洞
麻
有
子【
青
年
海
外
協
力
隊
】

理　

科 

松
原　

博
文【
大
垣
北
高
校
】

理　

科 

藤
垣
美
奈
子【
加
納
高
校
】

保
健
体
育 

浅
野　

宗
生【
羽
島
高
校
】

英　

語 

堀
場
ひ
ろ
み【
岐
阜
北
高
校
】

理　

科 

山
川　
　

隆

【
県
立
岐
阜
商
業
高
校
・
再
任
用
】

▼
転
入
者 【
前
任
校
等
】

教　

頭

数　

学 

炭
竈　

由
彦【
海
津
明
誠
高
校
】

教　

諭

国　

語 

岩
田　

祐
子【
岐
阜
北
高
校
】

国　

語 

豊
田　

敦
子【
岐
阜
聾
学
校
】

地
歴
公
民 

加
藤　

一
紀【
加
納
高
校
】

地
歴
公
民 

水
谷　

佳
世【
初
任
】

数　

学 

村
瀬　
　

智

【
岐
阜
農
林
高
校
・
再
任
用
】

理　

科 

竹
腰　

大
樹【
多
治
見
高
校
】

理　

科 
大
野　

友
輝【
初
任
】

保
健
体
育 
生
駒　

健
吾【
大
垣
商
業
高
校
】

英　

語 
栁
瀬　

智
裕
【
関
商
工
高
校（
定
）】

英　

語 

高
橋　

陽
子

【
関
商
工
高
校
（
全
）】

家　

庭 

田
中
紀
久
子【
各
務
原
西
高
校
】

け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
地
球
の
裏
側
で
の
熱
い

戦
い
が
、
無
事
に
成
功
裏
に
終
わ
る
こ
と
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。
メ
ダ
ル
の
数
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
選
手
の
み
な
さ
ん
が
、
日
ご
ろ
の
鍛
錬

の
成
果
を
、
悔
い
の
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

し
て
発
揮
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

寝
不
足
と
闘
い
な
が
ら
応
援
す
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
！

●
年
に
一
度
の｢

同
窓
会
総
会｣

、
今
年
も
地

元
で
の
開
催
で
す
。
参
加
の
前
に
母
校
ま
で

足
を
延
ば
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

中
庭
の
景
色
が
、
ず
い
ぶ
ん
卒
業
時
と
変
わ
っ

て
い
ま
す
。
ど
こ
が
違
う
か
と
探
す
の
も
楽
し

い
で
す
よ
。
創
立
５０
周
年
へ
、残
す
べ
き
も
の
、

足
り
な
い
も
の
は
何
か
、
同
窓
会
と
し
て
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
母
校
に
も
Ｈ
Ｐ
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

覧
に
な
り
ま
し
た
か
？
同
窓
会
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
事
業
計
画
・
事
業
報
告
・
総
会
の
ご
案

内
な
ど
と
共
に
、
こ
の
会
報
も
掲
示
し
て
い

ま
す
。
隔
年
に
郵
送
し
て
い
た
会
報
は
、
平

成
２６
年
か
ら
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
に
変
更
い
た
し

ま
す
。
郵
送
は
総
会
の
幹
事
年
の
前
後
だ
け

に
な
り
ま
す
が
、
お
手
元
に
届
か
な
い
年
も

作
成
し
て
お
り
ま
す｡

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
せ
。

（４）平成28年8月10日

進
路
状
況
だ
よ
り

平成27年度　大学・短大・専門学校等合格者数

・延べ数

平成27年度卒業生(43期生)進路別人数

種　別 区 分
普通科
男 女 男 女 男 女 男 女 計

理数科 英語科 合　　　　計

国公立

私 立

国公立

私 立

看護系

その他

3

80

0

2

0

5

0

3

0

0

4

97

0

58

3

14

5

16

0

0

3

0

3

102

1

19

0

1

0

5

0

0

3

0

3

32

0

4

0

2

0

0

0

0

0

0

0

6

0

9

0

0

0

0

0

0

1

0

1

11

1

10

6

4

1

4

0

0

0

0

2

28

4

108

0

3

0

10

0

3

4

0

8

140

1

72

9

20

6

20

0

0

3

0

5

136

各 種 学 校

公 務 員

そ の 他

留 学

そ の 他

合 計

四

大進

学

就
　
職

短

大
専
門
学
校

5

180

9

23

6

30

0

3

7

0

13

276

1
1
1
1
1
5

1
1
1
1
1
3
2
2
1
1
4
2
2
12
2
14
7
6
17
1
4
1
7

9
9

2
4
1
1
5
1
2
1
2
4
1
24

1
1

3
3
2
8

2
1
1
2
2
1

4
2
3
17
19
4
1
7
15
3
4
1
1
3
3
16
1
2
1
1
4
1
1
1
2
1
1
2
1
1
218

〔公 立 短 期 大 学〕
岐 阜 市 立 女 子
合 計
〔私 立 短 期 大 学〕
大 垣 女 子
岐 阜 聖 徳 学 園
中 部 学 院 大 学
岐 阜 保 健
平 成 医 療
愛 知 学 院 大 学
修 文 大 学
名古屋経済大学
至 学 館 大 学
名 古 屋 文 化
愛 知きわみ 看 護
合 計
〔 そ の 他 〕
東海職能大学校
合 計
〔公 立 専 門 学 校〕
岐 阜 県 立 衛 生
岐 阜 市 立 看 護
一宮市立中央看護
合 計
〔私 立 専 門 学 校〕
朝日大学歯科衛生
東 海 医 療 技 術
岐阜市医師会准看護
中 日 本 航 空
愛 知 調 理
愛 北 看 護

金 城 学 院
椙 山 女 学 園
大 同
中 京
中 部
東 海 学 園
名 古 屋 音 楽
名 古 屋 外 国 語
名 古 屋 学 院
名 古 屋 芸 術
名 古 屋 商 科
名 古 屋 女 子
名 古 屋 造 形
南 山
日 本 福 祉
名 城
豊 橋 創 造
名 古 屋 文 理
愛 知 工 科
愛 知 東 邦
名 古 屋 学 芸
日 赤 豊 田 看 護
京 都 外 国 語
京 都 学 園
京 都 造 形 芸 術
同 志 社
龍 谷
関 西
関 西 外 国 語
大 阪 成 蹊
合 計

〔国 公 立 大 学〕
室 蘭 工 業
信 州
岡 山
前 橋 工 科
愛 知 県 立
合 計
〔私 立 大 学〕
東 京 福 祉
西 武 文 理
大 正
拓 殖
東 海
東 京 工 科
日 本
明 治
新 潟 医 療 福 祉
山 梨 学 院
朝 日
岐 阜 経 済
岐 阜 女 子
岐 阜 聖 徳 学 園
東 海 学 院
中 部 学 院
岐 阜 医 療 科 学
愛 知
愛 知 学 院
愛 知 学 泉
愛 知 工 業
愛 知 産 業
愛 知 淑 徳

大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数

中 日 美 容
トライデント外国語ホテルブライダル
名古屋医健スポーツ
名古屋医療秘書福祉
名古屋ヴィジュアルアーツ
名 古 屋 観 光
名古屋コミュニケーションアート
名古屋スクールオブミュージック
名 古 屋 製 菓
名 古 屋 美 容
尾 北 看 護
名古屋ウェディング&ブライダル
NIC International College in japan
国 際 観 光
ミスパリエステティック
日本ナレーション演技研究所
愛知総合看護福祉
日 本 医 歯 薬
合 計
〔 就 職 〕
川崎重工業株式会社
岐阜車体工業株式会社
東海自動車ガラス株式会社
鷲見サイディング
ニ チ イ 学 館
光通信株式会社
自 衛 官 候 補 生
警 視 庁 警 察 官
合 計

2
1
1
3
1
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
32

1
1
1
1
1
1
3
2
11

窓口にて、現金・総合口座・カード、
ＡＴＭにて、総合口座・カードが可能です。

元来、卒業時の同窓会費が終身会費となっておりま
したが、会員数増加に伴う会報発送費の増大、創立40
周年記念事業への寄付等によりまして、同窓会の財源
が逼迫しております。同窓会をより一層発展させるため
に、維持会費の納入につきまして、会員の皆様方のご
協力をお願いします。

 同窓会報「きなし」の発行及び運営維持
に関わる費用を同窓生一万五千余名に
協力依頼し、これに充てる。
 一口3,000円
 下記のように、郵便局の「ぱるる」で送金し

 てください。
  口 座 名　　各務原高校同窓会
  口座番号　　12470 23784971
 他銀行からのお振り込み
  【店名】二四八　　【店番】248
  【預金種目】普通預金
  【口座番号】2378497

※尚、送金していただいた方には、毎年同窓会報
「きなし」を発送します。（払込人名に、卒業年を付
記して下さい。）
　（平成26年度からは原則ｗｅｂ閲覧といたしました。）

会　　　　　　報第 36 号



▼
サ
ッ
カ
ー
部

○
第
９４
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会　

岐
阜
県
大
会　

優
勝

○
第
９４
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会　

全
国
大
会　

ベ
ス
ト
１６

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
新
人
大
会　

第
３
位

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

３
位

▼
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
地
区
高
校
総
体

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

 

準
優
勝

○
第
９５
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会

岐
阜
県
予
選　

第
３
位

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
新
人
大
会　

第
３
位 

○
第
２０
回
東
海
高
等
学
校
選
抜

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
出
場

本
年
度
の
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

を
先
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

◎
ご
出
席
を
お
願
い
し
て
い
る
先
生
方

 

小
川　

博
之　

先
生（
８
期・１
組
）

 

三
輪　

芳
博　

先
生（
８
期・２
組
）

 

曽
我　

孝
司　

先
生（
８
期・３
組
）

 

小
林　

曙　
　

先
生（
８
期・４
組
）

 

岩
田　

賢
三　

先
生（
８
期・５
組
）

 

多
田　

茂
富　

先
生（
８
期・６
組
）

 

藤
沢　

一
博　

先
生（
８
期・７
組
）

 

小
串　

恵
岳　

先
生（
８
期・８
組
）

 
 

（
１８
期・１０
組
）

 

桝
本　

貞
夫　

先
生（
８
期・９
組
）

 

山
田　

明
美　

先
生（
８
期・１０
組
）

 

大
橋　

千
明　

先
生（
１８
期・１
組
）

 

太
田
美
智
子　

先
生（
１８
期・２
組
）

 

高
木　

政
和　

先
生（
１８
期・３
組
）

 

福
井　

和
弘　

先
生（
１８
期・４
組
）

 

高
寺　

義
朗　

先
生（
１８
期・５
組
）

 

今
井　

健
治　

先
生（
１８
期・６
組
）

 

川
島　

直
樹　

先
生（
１８
期・７
組
）

 
竹
中　

正
子　

先
生（
１８
期・８
組
）

 
長
屋　

隆
信　

先
生（
１８
期・９
組
）

 
大
前　

充　
　

先
生（
１８
期・１１
組
）

■
日　

時

　

平
成
二
十
八
年
九
月
十
七
日（
土
）

十
八
時
よ
り

■
場　

所

　

コ
パ
ン
各
務
原　

　

各
務
原
市
各
務
西
町
四
―
三
〇
三
―
五

　

 （
県
道
江
南
関
線
沿
い
、市
民
会
館
南
）

 

（
〇
五
八
）
三
八
九
―
二
二
一一

■
会　

費

 
 

六
、〇
〇
〇
円
（
当
日
徴
収
）

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

４
位

▼
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

ベ
ス
ト
８

▼
硬
式
テ
ニ
ス
部

○
全
国
・
東
海
高
校
総
体
岐
阜
県
予
選　

団
体　

ベ
ス
ト
８　

○
全
国
・
東
海
高
校
総
体
岐
阜
県
予
選　

個
人
Ｓ　

山
本
高
輔　

ベ
ス
ト
８

○
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア　

県
予
選　

Ｕ

１６ 

Ｄ　

金
成
昌
志
・
加
藤
光
太
朗　

ベ
ス
ト
８

○
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア　

県
予
選　

Ｕ
１８　

Ｄ　

山
本
高
輔
・
青
山
稜　

ベ
ス
ト
８

▼
弓　

道　

部

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

女
子
個
人 

篠
原
彩
音　

７
位

▼
剣　

道　

部

○
平
成
２７
年
度
新
人
戦
県
大
会 

男
子
個
人　

ベ
ス
ト
８　

有
嶋
督

○
平
成
２７
年
度
新
人
戦
県
大
会 

女
子
個
人　

ベ
ス
ト
８　

野
村
奈
那
美

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総
体

岐
阜
県
予
選　

男
子
個
人

 

５
位　

有
嶋
督

（
東
海
大
会
出
場
）

▼
水　

泳　

部

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

女
子　

４００
ｍ
個

人
メ
ド
レ
ー　

５
位　

小
林
永
奈

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総

体
岐
阜
県
予
選　

女
子

 

１００
ｍ
自
由
形　

６
位　

小
林
永
奈

○
平
成
２８
年
度
全
国
・
東
海
高
校
総
体

岐
阜
県
予
選　

女
子　

２００
ｍ
平
泳
ぎ

 

８
位　

田
中
百
花

（
い
ず
れ
も
東
海
大
会
出
場
）

▼
放　

送　

部

○
第
３６
回
岐
阜
県
高
等
学
校
放
送
コ

ン
テ
ス
ト
新
人
大
会　

ア
ナ
ウ
ン
ス

部
門　

第
２
位　

長
谷
川
侑
由

○
第
５１
回
岐
阜
県
高
等
学
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト　

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門　

１
位　

長
谷
川
侑
由

 

（
第
６３
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
出
場
）

▼
囲　

碁　

部

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
囲
碁
新
人
大
会 

女
子
団
体
の
部　

第
２
位

○
第
３５
回
東
海
地
区
高
等
学
校
囲
碁

選
手
権
大
会

 

女
子
団
体
の
部　

第
５
位

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
囲
碁
新
人
大
会 

男
子
団
体
の
部　

第
３
位

○
第
４０
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

岐
阜
県
大
会　

男
子
団
体　

２
位

部
活
動
の
記
録

平
成
２７
年
８
月
〜
２８
年
７
月

（
県
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上
）

最
近
「
各
務
原
高
校
事
務
室
の
○
○
で
す
」
と
職
員
を
装
っ
て

住
所
の
確
認
や
職
業
を
聞
き
出
す
電
話
が
同
窓
生
の
家
に
か
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
同
級
生
の
名
を
か
た
っ
て
オ
レ
オ
レ
詐
欺
ま
が
い

の
電
話
を
受
け
た
報
告
も
あ
り
ま
す
。
名
簿
に
関
わ
る
問
い
合
わ

せ
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
第
４０
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

岐
阜
県
大
会　

女
子
団
体　

２
位

○
第
４０
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権

岐
阜
県
大
会

　

男
子
個
人　

３
位　

若
林
潤

▼
吹
奏
楽
部

○
第
５８
回
中
部
日
本
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
岐
阜
県
大
会

 

小
編
成
の
部　

銀
賞　
　
　

○
第
５３
回
岐
阜
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

岐
阜
県
大
会

 

B
編
成
の
部　

金
賞

▼
美
術
部

○
岐
阜
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

美
術
工
芸
展

 

絵
画
部
門　

入
選　

安
藤
瑠
乃

▼
書
道
部

○
平
成
２７
年
度
岐
阜
県
高
等
学
校

総
合
文
化
祭　

書
道
展　

奨
励
賞　

坂
井
舞
雪

▼
レ
ス
リ
ン
グ

○
全
国
・
東
海
高
校
総
体
岐
阜
県
予
選　

階
級
別
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

 

１
位　

福
永
栞
里

 

（
全
国
高
等
学
校
女
子

レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
場
）

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
！

平
成
２８
年
度
同
窓
会
総
会

並
び
に
懇
親
会
の
お
知
ら
せ
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昨
年
度
の
第
９４
回
全
国
高
校
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
に
お
き
ま
し
て

サ
ッ
カ
ー
部
は
１１
年
振
り
４
回
目
の

出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
場
に
際
し
ま
し
て
、
同
窓
会
の
皆

様
か
ら
の
激
励
の
お
言
葉
や
手
厚
い

ご
支
援
を
頂
き
こ
の
場
を
お
借
り
し

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
目
標
の
ベ
ス
ト
８
に

は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１
回
戦
の

佐
賀
北
高
校
戦
で
は
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク

か
ら
の
得
点
を
守
り
切
り
１
対
０
で

勝
利
。
２
回
戦
の
香
芝
高
校
（
奈
良
）

戦
で
は
、
見
事
な
ボ
レ
ー
シ
ュ
ー
ト
で

先
制
し
、
最
後
に
相
手
の
猛
攻
撃
を

受
け
た
も
の
の
凌
ぎ
き
り
１
対
０
で

勝
利
し
、
本
校
初
の
ベ
ス
ト
１６
進
出

と
な
り
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
８
を
か
け
た

３
回
戦
の
明
徳
義
塾
（
高
知
）
戦
で

は
ラ
ス
ト
３
分
ま
で
０
対
０
で
耐
え
る

も
終
了
間
際
に
連
続
で
失
点
を
重
ね

０
対
３
で
悔
い
の
残
る
敗
戦
と
な
り

ま
し
た
。

全
国
大
会
の
期
間
中
は
、
負
け

ら
れ
な
い
と
い
う
緊
張
感
（
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
？
）
と
選
手
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
へ
の
配
慮
、
部
全
体
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
な
ど
、
私
自
身
の
経
験
不
足

か
ら
全
国
大
会
を
「
楽
し
む
」
ど
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
試
合

に
勝
っ
て
も
す
ぐ
次
の
試
合
が
あ
り
、

「
第
１
回
７
・
１７
期
合
同
評

議
員
会
」
と
言
う
お
知
ら
せ

の
葉
書
が
実
家
に
届
き
ま
し

た
。評

議
員
に
な
っ
て
い
た
事
も

全
く
覚
え
て
い
な
く
て
、「
初

め
て
の
同
窓
会
だ
な
ぁ
。
学
校

も
色
々
と
大
変
だ
よ
な
。」
な

ど
と
的
外
れ
な
事
を
思
い
な

が
ら
６
月
６
日
、
２６
年
振
り
に

各
務
原
高
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

通
さ
れ
た
の
は
校
長
室
で
し

た
。「
初
め
て
入
る
な
ぁ
、
結

構
広
い
な
ぁ
」
な
ど
と
あ
く
ま

で
呑
気
な
思
い
で
同
期
生
を

待
っ
て
い
ま
し
た
。
定
刻
に
な

り
、
会
議
は
始
ま
り
ま
し
た

が
１７
期
生
は
た
っ
た
の
３
人
！

７
期
生
の
先
輩
方
は
１０
年
前

に
一
度
同
窓
会
を
経
験
さ
れ
て

い
て
、
会
議
の
趣
旨
や
同
窓

会
ま
で
の
流
れ
を
し
っ
か
り
分

か
っ
て
み
え
ま
し
た
。
唖
然
と

し
た
の
は
僕
達
１７
期
生
の
３
人

だ
け
。
訳
が
分
か
ら
な
い
内
に

会
議
も
終
わ
り
、
分
か
っ
た
の

は
「
次
回
７
月
の
会
議
ま
で
に

各
ク
ラ
ス
の
世
話
役
を
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言

う
事
だ
け
で
し
た
。
今
日
こ
の

会
議
に
来
た
事
を
後
悔
し
ま

し
た
。
誰
か
が
決
め
た
事
に

緊
張
感
が
張
り
詰
め
た
ま
ま
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で
、
大
会
を

通
じ
て
勝
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
は
「
安

堵
」
で
、
結
果
に
対
し
て
「
喜
び
」

に
浸
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
選
手
が
平
常
心
で
力
を

十
分
に
発
揮
し
、
日
々
逞
し
く
頼
も

し
く
成
長
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
が

喜
び
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
頂
く
と
と
も
に
、
未
熟
な
監
督
を

支
え
て
く
れ
た
ト
レ
ー
ナ
ー
陣
や
コ
ー

チ
陣
の
活
躍
が
裏
に
は
あ
り
ま
し
た
。

ト
レ
ー
ナ
ー
陣
は
夜
遅
く
ま
で
選
手

の
心
身
の
ケ
ア
を
し
て
頂
き
、
コ
ー
チ

に
は
対
戦
相
手
の
分
析
と
ス
カ
ウ
テ
ィ

ン
グ
を
オ
フ
の
日
ま
で
し
て
頂
き
ベ

ス
ト
１６
進
出
の
原
動
力
と
な
り
ま
し

た
。
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
１１

年
間
選
手
権
に
出
場
で
き
な
か
っ
た

悔
し
さ
は
私
以
上
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
県
大
会
決
勝
で
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
勝

利
し
号
泣
す
る
彼
ら
を
見
て
、
初
め

て
私
も
涙
が
溢
れ
て
き
ま
し
た
。
各

務
原
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
強
さ
は
こ
こ

に
あ
り
ま
す
。
普
通
科
高
校
の
サ
ッ

カ
ー
部
と
し
て
文
武
両
立
し
て
き
た

「
プ
ラ
イ
ド
」
は
脈
々
と
先
輩
か
ら
後

輩
へ
世
代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。
各
務
原
高
校
は
、
私
が
高
校

１
年
生
の
時
初
め
て
高
校
選
手
権
に

出
場
し
ま
し
た
。
私
は
２
年
、
３
年

乗
っ
か
っ
て
参
加
す
る
だ
け
の

は
ず
が
、
そ
の
「
誰
か
」
に
自

分
が
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
仕
方

が
な
い
、
３
人
で
と
に
か
く
先

に
進
も
う
と
決
め
ま
し
た
。

世
話
役
を
お
願
い
す
る
の
は

困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
そ
れ

で
も
計
１４
名
の
世
話
役
が
揃
い

ま
し
た
。
不
思
議
な
事
に
、
会

議
を
重
ね
る
度
に
、
世
話
役
の

皆
と
打
合
せ
を
す
る
度
に
「
同

窓
会
」
と
言
う
目
的
に
向
か
っ

て
楽
し
ん
で
い
る
自
分
が
い
ま

し
た
。

当
日
の
同
窓
会
は
、
先
輩
方

の
段
取
り
の
お
陰
も
あ
り
、大
・

大
・
大
成
功
！
世
話
役
の
皆

も
声
を
揃
え
て
「
楽
し
か
っ
た

〜
！
」
の
一
言
。
話
す
の
も
初

め
て
、
と
言
う
世
話
役
の
人
が

多
か
っ
た
け
ど
、「
各
務
原
高

校
」
と
言
う
共
通
の
繋
が
り

か
ら
生
ま
れ
る
一
体
感
と
達
成

感
は
ひ
と
し
お
で
し
た
。「
あ

の
日
、
会
議
に
出
て
本
当
に
よ

か
っ
た
な
。」
と
思
い
ま
し
た
。

仕
事
や
家
事
に
追
わ
れ
る
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
僕
は
、「
同

窓
会
」
に
参
加
し
た
事
に
よ
っ

て
気
持
ち
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

れ
た
気
が
し
ま
す
。「
同
窓
会

な
ん
て
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
、

是
非
一
度
参
加
し
て
み
て
下
さ

い
。
き
っ
と
「
同
窓
会
マ
ジ
ッ

ク
」
を
体
験
で
き
る
と
思
い
ま

す
。６

月
か
ら
一
緒
に
準
備
し
て

下
さ
い
ま
し
た
７
期
生
の
先
輩

方
、
そ
し
て
１７
期
生
の
１３
人
の

世
話
役
の
皆
様
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
凄

く
楽
し
く
、
有
意
義
な
時
間

で
し
た
。
１７
期
生
の
世
話
役
の

皆
さ
ん
、
９
年
後
も
ま
た
同

窓
会
幹
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

と
各
務
原
高
校
に
準
決
勝
で
負
け
続

け
ま
し
た
。
赴
任
し
て
初
め
て
、当
時
、

負
け
た
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。
サ
ッ

カ
ー
に
全
て
を
懸
け
る
「
思
い
」
の
差

で
し
た
。
二
十
年
の
時
を
経
て
、
当
時

の
ラ
イ
バ
ル
同
士
が
今
、
コ
ー
チ
や
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
同
じ「
思
い
」で
チ
ー

ム
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
幸
せ

に
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
全
て
を
サ
ッ
カ
ー
に
懸
け

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
後
輩
に

「
思
い
」を
伝
え
続
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
た

Ｏ
Ｂ
、Ｏ
Ｇ
の
方
々
や
歴
代
の
先
生
方
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
誇
り
と
な
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
今
後
も
精
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
ご
声
援
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

「
伝
統
継
承
」

同
窓
会
を
終
え
て

１７
期
生

梅　

野　
　
　

剛

佐 

藤 

義 

人
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